
令和５年度

繁盛店づくり支援事業

公募要領

応募期間：令和5年4月3日～9月末日

研修実施は令和5年12月10日まで

リモート（オンライン）研修も可能です

「1日実践コース」

「実践コース」

「事業承継・創業後サポートコース」

「商環境変化対応コース」
（コラボレーション・ギフト・情報発信・ファサード）
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１-１. 用語集➀

当事業 繁盛店づくり支援事業を指す。

支援センター
株式会社全国商店街支援支援センターを指す。
平日の9：30～17：30で営業。

商店街
任意組織を含め、商業集積を指す。
事業報告書・会員名簿・決算書を整えていること。

個店
商店街に属する個々の店舗を指す。
当事業の受講者は店頭改善権限があること。

支援パートナー
支援センターに登録されている繁盛店づくりと商
店街活性化に関する専門家を指す。

臨店研修

個店の店頭で商店主等と支援パートナーで行う公
開臨店研修を指す。改善等やアドバイスを行う。
同回の研修は1日（同日）で行うこと。

実践サポーター

支援センターに登録されているこれまでの当事業
の臨店研修受講者（個店の店主等）を指す。
個店としても商店街としても高い成果がみられる
等の理由に基づき、該当の受講者を登録。

支援機関
全国各地の商工会、商工会議所、中小企業団体
中央会、商店街振興組合連合会等を指す。

関係者
商店街活動を共にする者を指す。行政も含む。
経営コンサルタント等は含めないこと。

センター担当者
支援センターの当事業担当者を指す。
主に電子メール、必要に応じて電話でご連絡。
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１-２. 用語集②

申請書
当事業の応募に必要な「商店街活性化にか
かる支援申請書（様式第10-1）」を指す。

必要書類
応募に係る、組合員名簿、事業報告書、決
算書等を指す。詳細は申請書に記載。

研修関連情報

臨店の状況を記したり、課題に係る写真等
を貼りつけした書類を指す。
支援センターから決定通知の電子メールに
記入書式を添付して送付。
店舗ごとに全項目記入し提出すること。
研修実施の10営業日前までに提出すること。
期日に未提出の際は研修実施に影響。

通信指導

研修と研修の合間に行う、支援パートナー
と臨店受講者の通信アドバイス等を指す。
臨店受講者は昨年対比の指定の数値を毎回
提出すること。その数値は非公開とする。
受講者が数値で成果を把握し見える化し、
慣習とする為に行う。

次の➀～③を次回までの各回で行う。
①支援センター経由で臨店受講者へ振返り
⇒
②臨店受講者から支援センターへ昨年対比
の指定の数値を返信⇒
③支援センター経由で返信
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１-３. 用語集③

事前協議

研修開始に行う、臨店受講者から支援パー
トナーへの課題共有の場を指す。
①全ての研修の前に行うこと。
②臨店研修受講者は全員参加すること。

全体研修

臨店研修のあとに行う集合研修を指す。
➀臨店研修受講者は全員参加すること。
②関係者も多く参加すること。
③臨店研修のあとで行う順番を守ること。
④臨店研修と同日で行うこと。

成果報告会

全ての研修のあとに行う最終回の集合研修
であり、臨店研修受講者全員の成果発表の
場を指す。
➀臨店研修受講者は全員参加すること。
②関係者も多く参加すること。
③臨店研修のあとで行う順番を守ること。
④臨店研修と同日で行うこと。

シート
通信指導で用いるフォローアップシートを
指す。

ワーク
全体研修で行う全員参加のワークショップ
を指す。
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１-４．当事業の目的

現在、全国の商店街では、新型コロナウイルス感染症の影

響、空き店舗の増加や後継者不足、来街者の減少といった商

店街を取り巻く環境は依然として厳しい状況です。

一方で、商店街は、高齢者や子育て支援、防犯・防災面で

の取組みや環境保全などの公共的役割を担い、地域住民が安

心して暮らせる「まち」に欠かせない存在です。

そこで、当事業では、魅力ある店舗づくりと商店街活性化

へ向け、商店街が一体となって研修に取り組み、お客様がよ

り多く足を運びたくなるキラリと光る商店街となることをね

らいとしています。

支援センターでは、当事業を活用したい商店街等からの申

請に対し、支援パートナーや実践サポーターを派遣し支援を

行います。
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ご要望に応じてお電話でも、オンラインでも、本事業
のご説明を行っております。

お気軽に【 03-6228-3061 繁盛店づくり支援事業
担当】へお問合せください。



１-５．コース
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７つのコースをご用意

・商店街の課題に応じてコース等をご用意しております。

・それぞれで内容が異なります。

・同コース内の臨店受講は全ての回で同一店舗です。

・同年度内で同一コースは1回までの受講です。

・同日程で別々のコースの組合せはできません。

コース 日数（回数） 臨店店舗数

1日実践 1日（1回） 2～3

実践（1～4期） 4日（4回） 2～5

事業承継・創業後
サポート

3日（3回） 2～3

商環境変化対応・
コラボレーション

4日（4回） ２～5

商環境変化対応・
ギフト

集中型：3日(3回)
通常型：4日(4回)

集中型：2～3
通常型：3～5

商環境変化対応・
情報発信

集中型：3日(3回)
通常型：4日(4回)

集中型：2～3
通常型：3～5

商環境変化対応・
ファサード

集中型：3日(3回)
通常型：4日(4回)

集中型：2～3
通常型：3～5



１-６．当事業のポイント
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はじめてでも安心です

・業種を問わないアドバイスを行う支援パートナーを

派遣します。

・一方的なアドバイスではなく、参加者と一緒にお店

づくりのお手伝いをします。

・参加者に改善を手伝って頂く場面があります。

・原則として、費用負担はありません。

・講師謝金や旅費の負担もありません。

・集合研修の会場のご提供や進行を行って頂きます。

リモートで参加できます

・必要に応じて弊社が機材や運営をサポートをします。

・プライバシー等の観点から録画は禁止します。

・例えば…

事前協議は店を離れられない…リモート参加できます。

営業中で店を離れられない…リモート視聴できます。



１-７．対面とリモート
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個別に受講方法を選べます

・「事前協議」 「公開臨店研修」 「全体研修」 「成果報告

会」それぞれで対面とリモートを選べます。

・例えば…

➀A店は全てリモート、B店は一部リモート…もできます。

②「事前協議」だけはリモート…もできます。

③「全体研修」は臨店研修受講者は対面、関係者は

リモート…もできます。



２-１．応募のスケジュール
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（1）応募期間

令和5年4月3日～9月末日

（2）毎月の応募の締め切り

➀直近の派遣希望日（ご希望通りとは限りません）の

前月の15日（休日の場合は直前の営業日）まで支援

センター必着。

②必要書類が完備の場合に受付。

（3）審査

毎月（月によって異なる）の締め切り後、月末に実施。

（4）研修実施に係る支援パートナー等の派遣開始

令和5年4月中旬以降、随時。

（5）研修実施の期限

原則として、令和5年12月10日まで。



２-２．応募の注意事項
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（1）新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況等により、

予告なく内容を変更する場合があります。

（2）応募書類の持ち込みは受け付けておりません。

（3）送付頂いた応募書類は返却致しません。

（4）応募時点において、当事業の要件を満たしていない、

必要書類が完備されていない、未記入がある、独

断で研修内容を変更する等が判明した場合、応募

を受理できない場合があります。

（5）応募時点において、臨店研修受講者は臨店研修のみ

ではなく全ての研修に参加可能であり、研修中の

写真や動画撮影に同意のうえ、通信指導を要する

コースでは滞りなくシートの通信も行うことを入

念に確認してください。

（6）採択後であっても、研修の実施や継続が困難と判断

される場合には、採択取り消しや中止とする場合

があります。

（7）研修の実施中であっても、研修の実施を妨げる行為

等があった場合には、中止とする場合があります。

（8）経営コンサルタント等を本業とする専門家（商店街

関係者を含む）の参加や関与は認めません。



２-３．審査および決定通知
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（1）審査

➀必要書類が完備であり、未記入箇所がない場合に審査

を行います。

②担当者からヒヤリングさせて頂く場合があります。

③派遣する支援パートナーや日程は審査で決定します。

（2）審査結果の連絡

➀採否に関わらず②の電子メールでご連絡します。

②申請書の「8.商店街の現状等」と「5.関わりのある

支援機関」の「当事業に関する連絡先メールに含める

担当者」に記載のメールアドレスにご連絡します。

（3）応募先

株式会社 全国商店街支援センター

繁盛店づくり支援事業 担当

代表電話番号 03-6228-3061

hanjouten@syoutengai-shien.com

〒104-0043 東京都中央区湊1-6-11

ＡＣＮ八丁堀ビル4階



２-４．申請書の記入と添付書類

12

（1）申請書の記入

➀全項目をご記入ください。未記入項目がある場合、

応募を受理できない場合があります。

②複数商店街の場合は「8.商店街の現状等」を複写の

うえ、商店街数分を分けて全項目をご記入ください。

その場合は代表商店街を先頭にしてください。

（2）添付書類

➀必要書類は支援申請書を参照してください。

②必要書類は全て添付してください。不足書類がある

場合、応募を受理できない場合があります。

③添付書類の内容と支援申請書の内容に整合性がある

か確認してください。

特に、名称や表記、会員数等にご注意ください。

（3）送付方法

電子メール（hanjouten@syoutengai-shien.com）へ
添付ファイル、または郵送で送付してください。

押印は不要です。



３-１．全コース共通要件➀
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１．申請者が「商店街」または「継続的に活動している

商店街に相当する団体※」であること。

※商店街振興組合、商店街振興組合連合会、事業協

同組合、協同組合連合会、任意の商店街組織、支援

機関（商工会、商工会議所、中小企業団体中央会）、

または商店街の構成員が出資・設立した民間企業等

２．申請者が会社法に規定する会社(株式会社、合名・

合資・合同会社)ではないこと。

３．本事業は電話や電子メール（PDF、ワード、パワー

ポイント等の添付ファイルを含むことが多数）等の

連絡を日常的に必要とします。

その為、担当者は日中の連絡や添付ファイルを含む

電子メールの送受信を円滑に行うことができる

「商店街の事務局」または「支援機関の担当者」等

であること。



３-２．全コース共通要件②
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４．申請者が支援機関の場合、対象商店街を明確にして、

申請書の「8.商店街の現状等」に全商店街分を記載

できること。

支援機関の決算書や名簿は不要です。

５．本事業の目的や内容を十分理解し、内容に沿った

時間配分を設定できること。

６．公開臨店研修の店舗は、個人を顧客とする店舗で

あること。

店舗の改善権限等がない大手チェーン店等は対象外。

７．「実践コース」「事業承継・創業後サポート

コース」「コラボレーションコース」では対前年比

の売上や客数が研修実施に必要です。

それらのコースの受講者は研修実施回ごとに数値を

提出できること。



３-３．全コース共通要件③
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８．商店街関係者（臨店研修受講者や支援機関担当者を

除く）の参加が見込めること。

本事業は個店のみが対象ではない為。

９．リモート（オンライン）研修を希望する場合は、

電源等を備えたリモート拠点を準備できること。

１０．臨店研修受講者は「公開臨店研修」のみの参加で

はないこと。

「通信指導」（コースによる）、「全体研修」、

「成果報告会」含めて全てに参加できること。

１１．「公開臨店研修」の店舗内外含めて、研修の模様

の画像や動画での撮影が可能であること。

撮影した画像や動画を支援センターから情報発信

することに同意できること。

１２．新型コロナウイルス感染症対策を徹底できること。



４-１．1日実践コースの要件と概要

１．原則として、はじめての当事業への申請であること。

２．はじめての当事業の申請ではない場合、次の➀～③

全てに該当する場合、再度の申請が可能。

➀前回の当コース（同等の1日体験コース等含む）

受講から概ね２年度以上経過している。

②前回の受講のフォローアップを含んでいる。

③今回の受講後に活用希望のコースがある。

再度申請の際には「状況報告書（様式10-2）」を

提出すること。

原則として、前回に受講した店舗は臨店の対象外。
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概要

日数 1日（1回）

内容
「事前協議」（30分）
「公開臨店研修」（各60分・移動時間含む）
「全体研修」（120分）

臨店店舗数 2～3店舗



４-２．1日実践コースのイメージ
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５-１．実践コースの要件と概要

１．年度と店舗が異なれば４期まで受講可能。

２．「1期」の場合。原則として他のコースを受講済で
あること。

３．「2期」の場合。1期を受講済、かつ、1期の受講者
が複数名以上参加できること。

４．「3期」の場合。2期を受講済、かつ、1期～2期の
受講者が各期から複数名以上参加できること。

５．「4期」の場合。3期を受講済、かつ、1期～3期の
受講者が各期から複数名以上参加できること。
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概要

日数 4日（4回）

内容

「事前協議」（30分・第1回）
「公開臨店研修」(各60分・移動時間含む・毎回)
「通信指導」（第1回～第３回後）
「全体研修」（120分・第1回～第3回）
「成果報告会」（120分・第4回）

臨店店舗数 2～5店舗



５-２．実践コースのイメージ
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上図は1期の場合です。2期～4期は異なります。お問合せください。



６-１．事業承継・創業後サポート
コースの要件と概要

１．臨店は事業承継や創業（第二創業含む）後、概ね

３年で商店街に実店舗を構えていること。

２．支援機関の担当者が参加できること。

３．商店街の理事長等が参加できること。

４．事業承継後の場合、承継者、譲渡者、共に参加

できること。

５．事業承継後と創業後の受講者は混在できません。
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概要

日数 ３日（３回）

内容

「事前協議」（30分・第1回）
「公開臨店研修」(各60分・移動時間含む・毎回)
「通信指導」（第1回と第２回後）
「全体研修」（120分・第1回～第２回）
「成果報告会」（120分・第３回）

臨店店舗数 2～３店舗



６-２．事業承継・創業後サポート
コースのイメージ
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７-１．商環境変化対応コース・
コラボレーションの要件と概要

１．具体的にコラボレーションを計画していること。

２．臨店希望者のコラボ先が決定していること。

３．支援機関の担当者が参加できること。

４．商店街の理事長等が参加できること。

５．可能な限り、コラボ先の責任者等も参加できること。

６．全体研修のワークショップや成果報告会では臨店受講者

の他にも多くの参加者が見込めること。
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概要

日数 ４日（４回）

内容

「事前協議」（30分・第1回）
「公開臨店研修」(各60分・移動時間含む・毎回)
「通信指導」（第1回～第３回後）
「全体研修」（120分・第1回～第３回）
「成果報告会」（120分・第４回）

臨店店舗数 2～５店舗



７-２．商環境変化対応コース・
コラボレーションのイメージ
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８-１．商環境変化対応コース・
ギフト・情報発信・ファサード
の各要件と概要

１．具体的に「ギフト」、「情報発信」、「ファサード」
いづれかの販売促進を計画していること。

２．臨店を希望する全店舗のテーマを「ギフト」、「情報
発信」、「ファサード」のいづれかに統一すること。

３．支援機関の担当者が参加できること。

４．商店街の理事長等が参加できること。

５．全体研修のワークショップや成果報告会では臨店受講者
の他にも多くの参加者が見込めること。

６．集中型と通常型は混在しないこと。

24

概要

日数 集中型：3日(3回) 通常型：４日(４回)

内容

「事前協議」（30分・第1回）
「公開臨店研修」（移動時間含む・毎回）
※集中型：各90分 通常型：各60分

「全体研修」（120分）
※集中型：第1回～第２回 通常型：第1回～第3回

「成果報告会」（120分）
※集中型：第3回 通常型：第4回

臨店店舗数 集中型：2～３店舗 通常型：3～5店舗



８-２．商環境変化対応コース・
ギフト・情報発信・ファサード
集中型のイメージ
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８-３．商環境変化対応コース・
ギフト・情報発信・ファサード
通常型のイメージ
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